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○ 利根川・荒川水系水道事業者連絡協議会
・発足の経緯
・活動

○ ５事業体による連携
（水源河川水質調査等の連携）

・経緯
・取組

○ 事故事例
・利根川水系におけるホルムアルデヒド事故

利根川・荒川水系
水道事業者連絡協議会

利根荒水協発足の経緯

• 昭和45年1月2日 玉ねぎ腐敗臭事故が発生

• 原因物質 シクロヘキシルアミン

(群馬県渋川市内の工場から排出)

• 東京都の被害 124万世帯に影響

苦情件数約3,000件



• 昭和45年1月16日
「利根川水系水道事業者連絡協議会」発足

１都5県の24水道事業体で構成

• 平成8年10月
「利根川・荒川水系水道事業者連絡協議会」
に名称変更

• 平成２６年度現在

１都5県の43水道事業体により構成

的確な水質事故対応 国等への要望

情報・意見交換 技術レベルの向上

利根荒水協の活動
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的確な水質事故への対応
・水質情報の連絡
・水質調査による情報収集

事故情報連絡体制

国等への要望

水道水源の水質保全対策の推進及び必要な予
算措置に関する要望

・下水道や流水保全水路の整備
・富栄養化防止対策
・事業場への排水規制指導の強化

水質事故時等の緊急要望

・環境基準化、排水基準化、放射能対策、指導強化等
1.4-ジオキサン（平成20年5月）

放射能（平成23年5月）

塩素酸（平成23年7月）
ホルムアルデヒド（平成24年6月）



意見・情報交換
・年２回の総会

全会員事業体による意見・情報交換

・講演会の開催
行政担当者、学識者等による講演

技術レベルの向上
・技術研修の実施

水処理技術、水道施設の維持管理等に関する研修

・技術交流会
浄水処理技術、水質分析技術に関する研修

・水道技術相談
水道技術全般に関する相談窓口の設置

５事業体の連携
（水源河川水質調査等の連携）

・群馬県企業局
・埼玉県企業局
・北千葉広域水道企業団
・千葉県水道局
・東京都水道局

５事業体による連携
（水源河川水質調査等の連携）

経緯

利根川水系における
1,4-ジオキサン検出事故
（平成20年2月発生）

素早い対応で危機回避

５業体による連携を明文化

目的
水質異常等に対し、より迅速な対応

・水源における水質調査
・浄水場における原水の水質検査
・水源水質の情報交換
・汚染原因調査の連携

日程分散化

利根川、荒川水系の上流域から下流域の事業体間で連携



水源河川水質調査等の情報連絡の手順

水質検査

通常時の水質との差異を検出

速報段階での情報提供

原因調査

原因調査結果の測定

水質検査の結果や外部からの通報等に
より、通常時の水質との差異を検出

事業体間で水質の検査日程を調整

汚染源や原因物質等を確認しない段階
で、速報送付

・検出地点、対象により分担区域調整
・連携し、物質、原因等を調査・協議
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事故事例
（利根川水系におけるホルムアルデヒド事故）

事故の概要

平成24年5月
利根川水系浄水場の浄水
でホルムアルデヒド検出

千葉県では5市で断水、
約87万人に影響

埼玉県の化学メーカーが
処理委託した廃液が十分
に処理されず、ヘキサメ
チレンテトラミンが河川
に流出

浄水場で塩素と反応しホ
ルムアルデヒドを生成
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事故の経緯と対応

平成24年5月17日 ホルムアルデヒド異常値
検知（埼玉県）

平成24年5月18日 事故情報の連絡

平成24年5月17～25日 事故原因調査

平成24年5月24日 原因物質（ヘキサメチレ
ンテトラミン）判明

平成24年5月25日 原因者判明

平成24年5月18～24日 希釈のため貯水池、ダム
緊急放流
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国への要望活動（平成24年6月6日）

利根荒水協から環境省、厚生労働省へ

①環境基準・排水基準の設定（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ生成能）
②産業廃棄物排出企業への指導・監視の仕組み強化

厚生労働省環境省

利根荒水協から化学メーカーへ

適正な廃液処理に向けた抜本策の実施

原因事業場への要請活動（平成24年6月8日）

要望内容の
充実

複数事業体の連携 迅速な
水質事故対応

水源流域全体の
情報共有

情報収集に
限界

水道事業体単独では･･･

事故対応の
遅れ

おわりに


